
の

？

※那覇便は直行便。予約の際は航空会社に

問い合わせを。出発時間は掲載日翌日のも

ので変更の場合あり。

ＳＫＹ（スカイマーク）０５７０（０３９）２８３

９Ｃ（春秋航空）０５７０（６６６）１８８

茨城発 ９������

行先便名 発時分日月火水木金土

神戸ＳＫＹ１８３�：�△○○○○△×

神戸ＳＫＹ１８７�：�○○○○○×○

札幌ＳＫＹ７９１�：�△△△○△○×

札幌ＳＫＹ７９５�：�△○○○○△△

福岡ＳＫＹ８３１�：�○○○○×○○

那覇ＳＫＹ５３１�：�△○○○○○△

上海９Ｃ８９８８�：�○○○－○○○

茨城着（時間は現地発）９������

出発便名 発時分日月火水木金土

神戸ＳＫＹ１８２�：�○○○○○○○

神戸ＳＫＹ１８６�：�×△×○○○△

札幌ＳＫＹ７９０�：�○×○○○○△

札幌ＳＫＹ７９４�：�××△△△△△

福岡ＳＫＹ８３６�：�△△○○○○○

那覇ＳＫＹ５３２�：�○△○○○○○

上海９Ｃ８９８７�：�○○○－○○○

　
漢
字
の
パ
ー
ツ
を
使
っ
て

足
し
算
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（

）
が
漢
字
１
字
を
表
し

ま
す
。

＜解答＞

歌唱

　
○
…
狭
い
路
地
な
ど
が
多
い
通
学
路
の
安

全
確
保
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
県
内
の
通
学
路

に
お
け
る
交
通
事
故
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
世
取
山
茂
県
警
本
部
長
は
「
減

っ
た
か
ら
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ゼ

ロ
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
力
を

込
め
る
。

　
事
故
防
止
に
向
け
、
通
学
路
の
危
険
な
場

所
を
確
認
す
る
点
検
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
新

設
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
欠
か
せ
な

い
。
世
取
山
本
部
長
は
「
子
ど
も
た
ち
を
守

る
の
は
大
人
の
責
任
」
と
し
、
関
係
機
関
に

協
力
を
求
め
て
い
く
考
え
。

（
晋
）

　
○
…
�
回
目
を
迎
え
た
全
国
こ
ど
も
陶
芸

展
ｉ
ｎ
か
さ
ま
。
審
査
員
長
を
務
め
た
金
子

賢
治
県
陶
芸
美
術
館
長
は
「
本
当
に
こ
れ
は

世
界
一
の
こ
ど
も
陶
芸
展
」
。
言
い
切
っ
た

か
と
思
い
き
や
、
や
や
あ
っ
て
「
推
定
だ
け

ど
ね
」
と
、
ち
ゃ
め
っ
気
た
っ
ぷ
り
。

　
こ
こ
数
年
横
ば
い
傾
向
だ
っ
た
応
募
数
も

昨
年
増
加
し
、
今
年
は
歴
代
２
位
の
出
品
数

に
。
「
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
出
品
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
の
反
映
な
の
か
、
作
品
の

質
も
一
段
と
高
ま
っ
た
よ
う
に
思
う
」
。
も

の
づ
く
り
の
喜
び
を
よ
り
一
層
感
じ
て
ほ
し

い
と
、
さ
ら
な
る
願
い
を
込
め
た
。
　
（崎
）

　
○
…
「
税
関
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
不
正
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
理
解

し
て
も
ら
う
機
会
に
し
た
い
」
と
、
横
浜
税

関
鹿
島
税
関
支
署
の
佐
藤
良
之
支
署
長
。
同

支
署
は
本
年
度
、
神
栖
市
内
の
中
学
校
を
中

心
に
税
関
業
務
や
薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る

出
前
授
業
「
税
関
教
室
」
を
始
め
た
。

　
教
室
で
は
、
現
役
の
麻
薬
探
知
犬
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
実
施
。
佐
藤
支

署
長
は
「
実
際
の
現
場
の
雰
囲
気
を
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
将
来
、
麻
薬
探
知
犬
の
ハ

ン
ド
ラ
ー
を
志
す
生
徒
が
出
て
き
て
く
れ
た

ら
」
と
期
待
す
る
。

（
関
）

　
神
栖
市
筒
井
の
鹿
島
食
品
（
大

槻
眞
人
社
長
）
が
�
万
円
。
業
者

親
睦
会
と
社
内
振
興
会
か
ら
の
善

意
金
。
出
津
裕
士
業
務
本
部
業
務

部
長
と
大
槻
正
毅
専
務
＝
写
真
左

か
ら
＝
が
「
災
害
復
興
や
福
祉
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
寄
託
し
た
。

◇

　
古
河
市
の
三
和
茶
道
連
盟
（
小

林
宗
貞
代
表
）
が
�
万
８
５
０
０

円
。
５
月
３
日
に
古
河
市
尾
崎
の

永
光
寺
で
開
催
し
た
「
第
５
回
チ

ャ
リ
テ
ィ
茶
会
」
で
の
収
益
金
。

赤
岩
宗
元
さ
ん
、
当
日
席
主
の
小

林
代
表
、
酒
井
宗
邦
さ
ん
＝
写
真

左
か
ら
＝
が
寄
託
し
た
。

�
日
に
行
わ
れ
る
「
撞
舞
」
を
Ｐ

Ｒ
す
る
関
係
者
ら
＝
県
庁

水
田
を
元
気
に
歩

き
回
る
ア
イ
ガ
モ

＝
行
方
市
手
賀

幼
稚
園
の
出
前
授
業
で
登
場
し

た
県
立
明
野
高
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
＝
筑
西
市
成
井

　
８
日
開
幕
す
る
高
校
野
球

県
大
会
で
、県
立
明
野
高
（
筑

西
市
倉
持
）
が
希
望
し
て
い

た
着
ぐ
る
み
を
着
た
応
援
が

７
日
、
不
許
可
と
さ
れ
た
。

県
高
校
野
球
連
盟
の
判
断
に

よ
る
も
の
で
、
フ
ァ
ー
ル
ボ

ー
ル
や
熱
中
症
の
危
険
性
の

ほ
か
、
宣
伝
行
為
と
み
な
さ

れ
た
と
い
う
。

　
同
校
は
、
�
日
の
初
戦
で

生
徒
ら
が
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
着
ぐ
る
み
を
着

て
応
援
す
る
こ
と
を
企
画
。

熱
中
症
対
策
と
し
て
�
～
�

分
交
代
の
着
用
規
制
や
大
人

が
着
る
代
案
な
ど
も
を
提
示

す
る
な
ど
し
て
、
６
月
�
日

に
許
可
申
請
し
て
い
た
。
県

高
野
連
の
判
断
に
対
し
、
深

谷
浩
一
校
長
（�
）
は
「
準
備

を
し
て
い
た
だ
け
に
残
念
」

と
肩
を
落
と
し
た
。

　
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
は
、
昨
年
度
の
創
立
�
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
生
徒

の
ア
イ
デ
ア
を
基
に
３
体
作

成
。
甲
子
園
に
出
場
経
験
の

あ
る
伝
統
校
ら
し
く
、
バ
ッ

ト
と
応
援
メ
ガ
ホ
ン
を
持
つ

な
ど
野
球
に
ち
な
ん
だ
姿
を

し
て
い
る
。
着
ぐ
る
み
応
援

は
生
徒
と
学
校
、
保
護
者
や

同
窓
会
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
準
備
を
進
め
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
県
高
野
連
は

７
日
、
大
会
準
備
会
を
開
き
、

同
校
の
申
請
を
却
下
。
同
校

に
よ
る
と
、
フ
ァ
ー
ル
ボ
ー

ル
が
危
険
▽
軽
装
で
応
援
を

▽
学
校
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は

避
け
て
―
な
ど
が
理
由
と
い

う
。

（
冨
岡
良
一
）

災
害
時
広
域
支
援
連
携
協
定
書
を

手
に
す
る
５
市
町
の
首
長
＝
栃
木

県
小
山
市
中
央
町

　
叙
位
叙
勲
（
７
日
）
　
従
六
位
　
元

学
校
医
玉
野
豊
氏
（
�
）
＝
筑
西
市
（
６

月
９
日
死
去
）

柔
道
代
表
キ
ャ
ン
プ
地

キ
ュ
ー
バ
と
正
式
合
意

東
京
五
輪
で
龍
ケ
崎
市

　
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
を
控

え
、
龍
ケ
崎
市
は
７
日
ま
で
に
、

柔
道
キ
ュ
ー
バ
代
表
チ
ー
ム
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
正
式

合
意
し
た
、
と
発
表
し
た
。
キ

ュ
ー
バ
の
首
都
ハ
バ
ナ
で
３
日

（
日
本
時
間
４
日
）
、
合
意
書

を
締
結
し
た
。
県
に
よ
る
と
、

県
内
自
治
体
で
東
京
五
輪
の
事

前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
正
式
に

合
意
に
至
っ
た
の
は
、
常
陸
大

宮
市
と
パ
ラ
オ
に
次
い
で
２
例

目
。

　
市
は
６
月
�
日
か
ら
キ
ュ
ー

バ
に
訪
問
団
を
派
遣
。
市
と
流

通
経
済
大
（
龍
ケ
崎
市
）
、
キ

ュ
ー
バ
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
キ
ュ
ー

バ
柔
道
連
盟
の
４
者
が
合
意
書

を
交
わ
し
た
。
市
秘
書
課
キ
ャ

ン
プ
地
招
致
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

と
、
合
意
を
受
け
、
キ
ュ
ー
バ

ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
は
「
龍
ケ
崎

市
や
流
通
経
済
大
と
ス
ポ
ー
ツ

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と

の
話
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
結
城
市
は
小
山
、
下
野
、
野

木
の
栃
木
県
３
市
町
と
昨
年
４

月
、
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を

締
結
。
同
年
�
月
に
具
体
的
な

取
り
組
み
を
盛
り
込
ん
だ
「
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
た
。
今
回
の
協
定
は
同

ビ
ジ
ョ
ン
で
示
し
た
大
規
模
災

害
時
の
相
互
協
力
を
実
現
。
４

市
町
に
隣
接
す
る
栃
木
市
を
新

た
に
加
え
、
５
市
町
で
協
定
を

締
結
し
た
。

　
協
定
に
よ
り
、
相
互
に
連
携

し
て
支
援
す
る
の
は
、
避
難
所

の
相
互
利
用
▽
活
動
車
両
の
燃

料
相
互
供
給
▽
給
水
活
動
の
支

援
・
連
携
▽
食
糧
、
水
、
生
活

必
需
品
の
支
援
―
な
ど
。
応
援

が
必
要
と
な
っ
た
際
に
互
い
に

連
絡
を
取
り
合
い
、
支
援
連
携

の
迅
速
化
、
強
化
を
図
る
。

　
東
日
本
大
震
災
や
関
東
・
東

北
豪
雨
な
ど
を
経
験
し
て
い
る

５
市
町
。
前
場
市
長
は
「
被
災

経
験
を
踏
ま
え
て
も
、
災
害
を

一
自
治
体
の
力
で
乗
り
越
え
る

こ
と
は
不
可
能
。
自
治
体
間
に

お
け
る
強
力
な
連
携
を
実
現
す

る
た
め
に
非
常
に
有
効
で
、
広

く
災
害
対
応
力
の
強
化
に
つ
な

が
る
」
と
力
を
込
め
た
。
大
久

保
寿
夫
小
山
市
長
は
「
よ
り
一

層
の
迅
速
な
対
処
を
実
行
す

る
た
め
、
さ
ら
な
る
連
携
強
化

を
進
め
て
い
く
」
な
ど
と
述
べ

た
。

　
結
城
市
は
こ
の
ほ
か
県
西
地

域
の
県
内
�
市
町
と
も
災
害
時

の
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

（
平
野
有
紀
）

　
結
城
市
は
７
日
、
隣
接
す
る
小
山
市
と
栃
木
市
、
下
野
市
、
野
木
町
の
栃
木
県
４
市
町
と

災
害
時
広
域
支
援
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
災
害
が
発
生
し
た
際
、
単
独
で
避
難
所
の
確
保
な

ど
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
場
合
に
５
市
町
が
相
互
に
連
携
し
て
支
援
す
る
。
締
結
式
が
同

日
、
小
山
市
中
央
町
の
小
山
市
役
所
で
開
か
れ
、
前
場
文
夫
結
城
市
長
ら
５
市
町
の
首
長
が

協
定
書
を
交
わ
し
た
。

龍
ケ
崎
郷
土
芸
能

「撞
舞
」
を
Ｐ
Ｒ

県
　
庁

　
龍
ケ
崎
市
の
国
選
択
無
形
民

つ
く
ま
い

俗
文
化
財
「
撞
舞
」
が
�
日
に

行
わ
れ
る
の
を
前
に
、
市
撞
舞

保
存
会
の
山
崎
忠
会
長
（�
）
ら

関
係
者
が
７
日
、
県
庁
を
訪
れ
、

来
場
を
呼
び
掛
け
た
。

　
撞
舞
は
雨
乞
い
や
豊
作
祈

願
、
疫
病
よ
け
の
神
事
と
し
て

４
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
伝
承

さ
れ
る
郷
土
芸
能
。
高
さ
�
㍍

の
柱
の
上
で
、
カ
エ
ル
の
面
を

か
ぶ
っ
た
舞
男
が
逆
立
ち
や
矢

を
放
つ
技
を
披
露
す
る
。

　
昨
年
は
約
１
万
２
３
０
０
人

が
来
場
。
今
年
も
同
市
根
町
の

「
撞
舞
通
り
」
で
午
後
６
時
ご

ろ
か
ら
行
う
見
込
み
。
舞
男
は

谷
本
仁
さ
ん
（
�
）と
大
石
浩
司

さ
ん
（�
）が
務
め
る
。

　
山
崎
会
長
は
「
本
県
の
伝
統

文
化
の
撞
舞
を
、
ぜ
ひ
観
覧
し

て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で
Ｐ
Ｒ
し

た
。

ア
イ
ガ
モ
水
田
で

元
気
に
〝
お
仕
事
〟

行
方
の
無
農
薬
農
園

　
青
空
の
下
、
行
方
市
の
水
田

で
ア
イ
ガ
モ
た
ち
が
元
気
に

〝
お
仕
事
〟
に
励
ん
で
い
る
。

無
農
薬
、
無
化
学
肥
料
に
こ
だ

わ
っ
た
ア
イ
ガ
モ
農
法
で
米
作

り
を
す
る
農
家
の
ア
イ
ガ
モ
た

ち
だ
。
水
田
の
雑
草
や
害
虫
を

食
べ
な
が
ら
、
か
わ
い
ら
し
い

姿
で
歩
き
回
っ
て
い
る
。

　
同
市
手
賀
の
「
田
宮
農
園
」

の
水
田
で
は
約
５
０
０
羽
が
活

躍
。
お
尻
を
振
り
な
が
ら
ぺ
た

ぺ
た
と
歩
き
回
る
ア
イ
ガ
モ
の

姿
は
、
穂
が
出
る
前
の
今
月
中

旬
ご
ろ
ま
で
見
ら
れ
る
。
環
境

に
優
し
い
農
業
を
実
践
し
た
い

と
約
�
年
前
に
同
農
法
を
始
め

た
田
宮
満
代
表
（
�
）は
「
安
心

な
食
を
多
く
の
人
に
届
け
た

い
」
と
話
す
。

　
田
宮
さ
ん
と
同

じ
よ
う
に
同
農
法

を
行
う
県
内
農
家

で
つ
く
る
「
茨
城

合
鴨
水
稲
会
」
に

は
、
現
在
約
�
人

の
メ
ン
バ
ー
が
い

る
と
い
う
。

（
三
次
豪
）

防
災
ア
リ
ー
ナ
賛
否

住
民
投
票
求
め
る

署
名
、
有
効
７３２６
人

神
栖
市
選
管
、縦
覧
開
始

　
神
栖
市
が
同
市
木
崎
に
建
設

中
の
「
神
栖
中
央
公
園
防
災
ア

リ
ー
ナ
（
仮
称
）
」
を
巡
り
、

事
業
規
模
見
直
し
の
賛
否
を
問

う
住
民
投
票
を
求
め
て
市
民
団

体
「
か
み
す
市
民
の
会
」
が
提

出
し
た
署
名
に
つ
い
て
、
同
市

選
挙
管
理
委
員
会
（
石
毛
進
委

員
長
）
は
７
日
、
全
署
名
は
８

０
３
２
人
で
、
有
効
７
３
２
６

人
、
無
効
７
０
６
人
と
す
る
審

査
結
果
を
発
表
し
た
。
署
名
簿

の
縦
覧
を
経
て
最
終
的
な
有
効

署
名
数
を
確
定
す
る
。

　
市
選
管
に
よ
る
と
、
住
民
投

票
条
例
を
直
接
請
求
す
る
の
に

必
要
な
署
名
数
は
有
権
者
の
�

分
の
１
（
１
５
３
３
人
）以
上
。

署
名
簿
の
縦
覧
は
７
～
�
日
ま

で
の
１
週
間
行
わ
れ
、
市
役
所

３
階
の
市
選
管
事
務
局
（
総
務

課
）で
受
け
付
け
る
。
縦
覧
で
異

議
申
し
立
て
が
な
け
れ
ば
�
日

に
も
有
効
署
名
が
確
定
す
る
。

（��）地 域Ａ版　第三種郵便物認可� � � �����年（平成２９年）�月�日　　土曜日

の

？

※那覇便は直行便。予約の際は航空会社に

問い合わせを。出発時間は掲載日翌日のも

ので変更の場合あり。

ＳＫＹ（スカイマーク）０５７０（０３９）２８３

９Ｃ（春秋航空）０５７０（６６６）１８８

茨城発 ９������

行先便名 発時分日月火水木金土

神戸ＳＫＹ１８３�：�△○○○○△×

神戸ＳＫＹ１８７�：�○○○○○×○

札幌ＳＫＹ７９１�：�△△△○△○×

札幌ＳＫＹ７９５�：�△○○○○△△

福岡ＳＫＹ８３１�：�○○○○×○○

那覇ＳＫＹ５３１�：�△○○○○○△

上海９Ｃ８９８８�：�○○○－○○○

茨城着（時間は現地発）９������

出発便名 発時分日月火水木金土

神戸ＳＫＹ１８２�：�○○○○○○○

神戸ＳＫＹ１８６�：�×△×○○○△

札幌ＳＫＹ７９０�：�○×○○○○△

札幌ＳＫＹ７９４�：�××△△△△△

福岡ＳＫＹ８３６�：�△△○○○○○

那覇ＳＫＹ５３２�：�○△○○○○○

上海９Ｃ８９８７�：�○○○－○○○

　
漢
字
の
パ
ー
ツ
を
使
っ
て

足
し
算
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（

）
が
漢
字
１
字
を
表
し

ま
す
。

＜解答＞

歌唱

　
○
…
狭
い
路
地
な
ど
が
多
い
通
学
路
の
安

全
確
保
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
県
内
の
通
学
路

に
お
け
る
交
通
事
故
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
世
取
山
茂
県
警
本
部
長
は
「
減

っ
た
か
ら
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ゼ

ロ
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
力
を

込
め
る
。

　
事
故
防
止
に
向
け
、
通
学
路
の
危
険
な
場

所
を
確
認
す
る
点
検
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
新

設
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
欠
か
せ
な

い
。
世
取
山
本
部
長
は
「
子
ど
も
た
ち
を
守

る
の
は
大
人
の
責
任
」
と
し
、
関
係
機
関
に

協
力
を
求
め
て
い
く
考
え
。

（
晋
）

　
○
…
�
回
目
を
迎
え
た
全
国
こ
ど
も
陶
芸

展
ｉ
ｎ
か
さ
ま
。
審
査
員
長
を
務
め
た
金
子

賢
治
県
陶
芸
美
術
館
長
は
「
本
当
に
こ
れ
は

世
界
一
の
こ
ど
も
陶
芸
展
」
。
言
い
切
っ
た

か
と
思
い
き
や
、
や
や
あ
っ
て
「
推
定
だ
け

ど
ね
」
と
、
ち
ゃ
め
っ
気
た
っ
ぷ
り
。

　
こ
こ
数
年
横
ば
い
傾
向
だ
っ
た
応
募
数
も

昨
年
増
加
し
、
今
年
は
歴
代
２
位
の
出
品
数

に
。
「
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
出
品
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
の
反
映
な
の
か
、
作
品
の

質
も
一
段
と
高
ま
っ
た
よ
う
に
思
う
」
。
も

の
づ
く
り
の
喜
び
を
よ
り
一
層
感
じ
て
ほ
し

い
と
、
さ
ら
な
る
願
い
を
込
め
た
。
　
（崎
）

　
○
…
「
税
関
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
不
正
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
理
解

し
て
も
ら
う
機
会
に
し
た
い
」
と
、
横
浜
税

関
鹿
島
税
関
支
署
の
佐
藤
良
之
支
署
長
。
同

支
署
は
本
年
度
、
神
栖
市
内
の
中
学
校
を
中

心
に
税
関
業
務
や
薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る

出
前
授
業
「
税
関
教
室
」
を
始
め
た
。

　
教
室
で
は
、
現
役
の
麻
薬
探
知
犬
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
実
施
。
佐
藤
支

署
長
は
「
実
際
の
現
場
の
雰
囲
気
を
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
将
来
、
麻
薬
探
知
犬
の
ハ

ン
ド
ラ
ー
を
志
す
生
徒
が
出
て
き
て
く
れ
た

ら
」
と
期
待
す
る
。

（
関
）

　
神
栖
市
筒
井
の
鹿
島
食
品
（
大

槻
眞
人
社
長
）
が
�
万
円
。
業
者

親
睦
会
と
社
内
振
興
会
か
ら
の
善

意
金
。
出
津
裕
士
業
務
本
部
業
務

部
長
と
大
槻
正
毅
専
務
＝
写
真
左

か
ら
＝
が
「
災
害
復
興
や
福
祉
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」と
寄
託
し
た
。

◇

　
古
河
市
の
三
和
茶
道
連
盟
（
小

林
宗
貞
代
表
）
が
�
万
８
５
０
０

円
。
５
月
３
日
に
古
河
市
尾
崎
の

永
光
寺
で
開
催
し
た
「
第
５
回
チ

ャ
リ
テ
ィ
茶
会
」
で
の
収
益
金
。

赤
岩
宗
元
さ
ん
、
当
日
席
主
の
小

林
代
表
、
酒
井
宗
邦
さ
ん
＝
写
真

左
か
ら
＝
が
寄
託
し
た
。

�
日
に
行
わ
れ
る
「
撞
舞
」
を
Ｐ

Ｒ
す
る
関
係
者
ら
＝
県
庁

水
田
を
元
気
に
歩

き
回
る
ア
イ
ガ
モ

＝
行
方
市
手
賀

幼
稚
園
の
出
前
授
業
で
登
場
し

た
県
立
明
野
高
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
＝
筑
西
市
成
井

　
８
日
開
幕
す
る
高
校
野
球

県
大
会
で
、県
立
明
野
高
（
筑

西
市
倉
持
）
が
希
望
し
て
い

た
着
ぐ
る
み
を
着
た
応
援
が

７
日
、
不
許
可
と
さ
れ
た
。

県
高
校
野
球
連
盟
の
判
断
に

よ
る
も
の
で
、
フ
ァ
ー
ル
ボ

ー
ル
や
熱
中
症
の
危
険
性
の

ほ
か
、
宣
伝
行
為
と
み
な
さ

れ
た
と
い
う
。

　
同
校
は
、
�
日
の
初
戦
で

生
徒
ら
が
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
着
ぐ
る
み
を
着

て
応
援
す
る
こ
と
を
企
画
。

熱
中
症
対
策
と
し
て
�
～
�

分
交
代
の
着
用
規
制
や
大
人

が
着
る
代
案
な
ど
も
を
提
示

す
る
な
ど
し
て
、
６
月
�
日

に
許
可
申
請
し
て
い
た
。
県

高
野
連
の
判
断
に
対
し
、
深

谷
浩
一
校
長
（�
）
は
「
準
備

を
し
て
い
た
だ
け
に
残
念
」

と
肩
を
落
と
し
た
。

　
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
は
、
昨
年
度
の
創
立
�
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
生
徒

の
ア
イ
デ
ア
を
基
に
３
体
作

成
。
甲
子
園
に
出
場
経
験
の

あ
る
伝
統
校
ら
し
く
、
バ
ッ

ト
と
応
援
メ
ガ
ホ
ン
を
持
つ

な
ど
野
球
に
ち
な
ん
だ
姿
を

し
て
い
る
。
着
ぐ
る
み
応
援

は
生
徒
と
学
校
、
保
護
者
や

同
窓
会
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
準
備
を
進
め
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
県
高
野
連
は

７
日
、
大
会
準
備
会
を
開
き
、

同
校
の
申
請
を
却
下
。
同
校

に
よ
る
と
、
フ
ァ
ー
ル
ボ
ー

ル
が
危
険
▽
軽
装
で
応
援
を

▽
学
校
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は

避
け
て
―
な
ど
が
理
由
と
い

う
。

（
冨
岡
良
一
）

災
害
時
広
域
支
援
連
携
協
定
書
を

手
に
す
る
５
市
町
の
首
長
＝
栃
木

県
小
山
市
中
央
町

　
叙
位
叙
勲
（
７
日
）
　
従
六
位
　
元

学
校
医
玉
野
豊
氏
（
�
）＝
筑
西
市
（
６

月
９
日
死
去
）

柔
道
代
表
キ
ャ
ン
プ
地

キ
ュ
ー
バ
と
正
式
合
意

東
京
五
輪
で
龍
ケ
崎
市

　
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
を
控

え
、
龍
ケ
崎
市
は
７
日
ま
で
に
、

柔
道
キ
ュ
ー
バ
代
表
チ
ー
ム
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
正
式

合
意
し
た
、
と
発
表
し
た
。
キ

ュ
ー
バ
の
首
都
ハ
バ
ナ
で
３
日

（
日
本
時
間
４
日
）
、
合
意
書

を
締
結
し
た
。
県
に
よ
る
と
、

県
内
自
治
体
で
東
京
五
輪
の
事

前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
正
式
に

合
意
に
至
っ
た
の
は
、
常
陸
大

宮
市
と
パ
ラ
オ
に
次
い
で
２
例

目
。

　
市
は
６
月
�
日
か
ら
キ
ュ
ー

バ
に
訪
問
団
を
派
遣
。
市
と
流

通
経
済
大
（
龍
ケ
崎
市
）
、
キ

ュ
ー
バ
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
キ
ュ
ー

バ
柔
道
連
盟
の
４
者
が
合
意
書

を
交
わ
し
た
。
市
秘
書
課
キ
ャ

ン
プ
地
招
致
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

と
、
合
意
を
受
け
、
キ
ュ
ー
バ

ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
は
「
龍
ケ
崎

市
や
流
通
経
済
大
と
ス
ポ
ー
ツ

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と

の
話
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
結
城
市
は
小
山
、
下
野
、
野

木
の
栃
木
県
３
市
町
と
昨
年
４

月
、
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を

締
結
。
同
年
�
月
に
具
体
的
な

取
り
組
み
を
盛
り
込
ん
だ
「
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
た
。
今
回
の
協
定
は
同

ビ
ジ
ョ
ン
で
示
し
た
大
規
模
災

害
時
の
相
互
協
力
を
実
現
。
４

市
町
に
隣
接
す
る
栃
木
市
を
新

た
に
加
え
、
５
市
町
で
協
定
を

締
結
し
た
。

　
協
定
に
よ
り
、
相
互
に
連
携

し
て
支
援
す
る
の
は
、
避
難
所

の
相
互
利
用
▽
活
動
車
両
の
燃

料
相
互
供
給
▽
給
水
活
動
の
支

援
・
連
携
▽
食
糧
、
水
、
生
活

必
需
品
の
支
援
―
な
ど
。
応
援

が
必
要
と
な
っ
た
際
に
互
い
に

連
絡
を
取
り
合
い
、
支
援
連
携

の
迅
速
化
、
強
化
を
図
る
。

　
東
日
本
大
震
災
や
関
東
・
東

北
豪
雨
な
ど
を
経
験
し
て
い
る

５
市
町
。
前
場
市
長
は
「
被
災

経
験
を
踏
ま
え
て
も
、
災
害
を

一
自
治
体
の
力
で
乗
り
越
え
る

こ
と
は
不
可
能
。
自
治
体
間
に

お
け
る
強
力
な
連
携
を
実
現
す

る
た
め
に
非
常
に
有
効
で
、
広

く
災
害
対
応
力
の
強
化
に
つ
な

が
る
」
と
力
を
込
め
た
。
大
久

保
寿
夫
小
山
市
長
は
「
よ
り
一

層
の
迅
速
な
対
処
を
実
行
す

る
た
め
、
さ
ら
な
る
連
携
強
化

を
進
め
て
い
く
」
な
ど
と
述
べ

た
。

　
結
城
市
は
こ
の
ほ
か
県
西
地

域
の
県
内
�
市
町
と
も
災
害
時

の
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

（
平
野
有
紀
）

　
結
城
市
は
７
日
、
隣
接
す
る
小
山
市
と
栃
木
市
、
下
野
市
、
野
木
町
の
栃
木
県
４
市
町
と

災
害
時
広
域
支
援
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
災
害
が
発
生
し
た
際
、
単
独
で
避
難
所
の
確
保
な

ど
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
場
合
に
５
市
町
が
相
互
に
連
携
し
て
支
援
す
る
。
締
結
式
が
同

日
、
小
山
市
中
央
町
の
小
山
市
役
所
で
開
か
れ
、
前
場
文
夫
結
城
市
長
ら
５
市
町
の
首
長
が

協
定
書
を
交
わ
し
た
。

龍
ケ
崎
郷
土
芸
能

「撞
舞
」
を
Ｐ
Ｒ

県
　
庁

　
龍
ケ
崎
市
の
国
選
択
無
形
民

つ
く
ま
い

俗
文
化
財
「
撞
舞
」
が
�
日
に

行
わ
れ
る
の
を
前
に
、
市
撞
舞

保
存
会
の
山
崎
忠
会
長
（�
）
ら

関
係
者
が
７
日
、
県
庁
を
訪
れ
、

来
場
を
呼
び
掛
け
た
。

　
撞
舞
は
雨
乞
い
や
豊
作
祈

願
、
疫
病
よ
け
の
神
事
と
し
て

４
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
伝
承

さ
れ
る
郷
土
芸
能
。
高
さ
�
㍍

の
柱
の
上
で
、
カ
エ
ル
の
面
を

か
ぶ
っ
た
舞
男
が
逆
立
ち
や
矢

を
放
つ
技
を
披
露
す
る
。

　
昨
年
は
約
１
万
２
３
０
０
人

が
来
場
。
今
年
も
同
市
根
町
の

「
撞
舞
通
り
」
で
午
後
６
時
ご

ろ
か
ら
行
う
見
込
み
。
舞
男
は

谷
本
仁
さ
ん
（
�
）と
大
石
浩
司

さ
ん
（�
）が
務
め
る
。

　
山
崎
会
長
は
「
本
県
の
伝
統

文
化
の
撞
舞
を
、
ぜ
ひ
観
覧
し

て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で
Ｐ
Ｒ
し

た
。

ア
イ
ガ
モ
水
田
で

元
気
に
〝
お
仕
事
〟

行
方
の
無
農
薬
農
園

　
青
空
の
下
、
行
方
市
の
水
田

で
ア
イ
ガ
モ
た
ち
が
元
気
に

〝
お
仕
事
〟
に
励
ん
で
い
る
。

無
農
薬
、
無
化
学
肥
料
に
こ
だ

わ
っ
た
ア
イ
ガ
モ
農
法
で
米
作

り
を
す
る
農
家
の
ア
イ
ガ
モ
た

ち
だ
。
水
田
の
雑
草
や
害
虫
を

食
べ
な
が
ら
、
か
わ
い
ら
し
い

姿
で
歩
き
回
っ
て
い
る
。

　
同
市
手
賀
の
「
田
宮
農
園
」

の
水
田
で
は
約
５
０
０
羽
が
活

躍
。
お
尻
を
振
り
な
が
ら
ぺ
た

ぺ
た
と
歩
き
回
る
ア
イ
ガ
モ
の

姿
は
、
穂
が
出
る
前
の
今
月
中

旬
ご
ろ
ま
で
見
ら
れ
る
。
環
境

に
優
し
い
農
業
を
実
践
し
た
い

と
約
�
年
前
に
同
農
法
を
始
め

た
田
宮
満
代
表
（
�
）は
「
安
心

な
食
を
多
く
の
人
に
届
け
た

い
」
と
話
す
。

　
田
宮
さ
ん
と
同

じ
よ
う
に
同
農
法

を
行
う
県
内
農
家

で
つ
く
る
「
茨
城

合
鴨
水
稲
会
」
に

は
、
現
在
約
�
人

の
メ
ン
バ
ー
が
い

る
と
い
う
。

（
三
次
豪
）

防
災
ア
リ
ー
ナ
賛
否

住
民
投
票
求
め
る

署
名
、
有
効
７３２６
人

神
栖
市
選
管
、縦
覧
開
始

　
神
栖
市
が
同
市
木
崎
に
建
設

中
の
「
神
栖
中
央
公
園
防
災
ア

リ
ー
ナ
（
仮
称
）
」
を
巡
り
、

事
業
規
模
見
直
し
の
賛
否
を
問

う
住
民
投
票
を
求
め
て
市
民
団

体
「
か
み
す
市
民
の
会
」
が
提

出
し
た
署
名
に
つ
い
て
、
同
市

選
挙
管
理
委
員
会
（
石
毛
進
委

員
長
）
は
７
日
、
全
署
名
は
８

０
３
２
人
で
、
有
効
７
３
２
６

人
、
無
効
７
０
６
人
と
す
る
審

査
結
果
を
発
表
し
た
。
署
名
簿

の
縦
覧
を
経
て
最
終
的
な
有
効

署
名
数
を
確
定
す
る
。

　
市
選
管
に
よ
る
と
、
住
民
投

票
条
例
を
直
接
請
求
す
る
の
に

必
要
な
署
名
数
は
有
権
者
の
�

分
の
１
（
１
５
３
３
人
）以
上
。

署
名
簿
の
縦
覧
は
７
～
�
日
ま

で
の
１
週
間
行
わ
れ
、
市
役
所

３
階
の
市
選
管
事
務
局
（
総
務

課
）で
受
け
付
け
る
。
縦
覧
で
異

議
申
し
立
て
が
な
け
れ
ば
�
日

に
も
有
効
署
名
が
確
定
す
る
。

（��）地 域Ａ版　第三種郵便物認可� � � �����年（平成２９年）�月�日　　土曜日

の

？

※那覇便は直行便。予約の際は航空会社に

問い合わせを。出発時間は掲載日翌日のも

ので変更の場合あり。

ＳＫＹ（スカイマーク）０５７０（０３９）２８３

９Ｃ（春秋航空）０５７０（６６６）１８８

茨城発 ９������

行先便名 発時分日月火水木金土

神戸ＳＫＹ１８３�：�△○○○○△×

神戸ＳＫＹ１８７�：�○○○○○×○

札幌ＳＫＹ７９１�：�△△△○△○×

札幌ＳＫＹ７９５�：�△○○○○△△

福岡ＳＫＹ８３１�：�○○○○×○○

那覇ＳＫＹ５３１�：�△○○○○○△

上海９Ｃ８９８８�：�○○○－○○○

茨城着（時間は現地発）９������

出発便名 発時分日月火水木金土

神戸ＳＫＹ１８２�：�○○○○○○○

神戸ＳＫＹ１８６�：�×△×○○○△

札幌ＳＫＹ７９０�：�○×○○○○△

札幌ＳＫＹ７９４�：�××△△△△△

福岡ＳＫＹ８３６�：�△△○○○○○

那覇ＳＫＹ５３２�：�○△○○○○○

上海９Ｃ８９８７�：�○○○－○○○

　
漢
字
の
パ
ー
ツ
を
使
っ
て

足
し
算
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（

）
が
漢
字
１
字
を
表
し

ま
す
。

＜解答＞

歌唱

　
○
…
狭
い
路
地
な
ど
が
多
い
通
学
路
の
安

全
確
保
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
県
内
の
通
学
路

に
お
け
る
交
通
事
故
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
世
取
山
茂
県
警
本
部
長
は
「
減

っ
た
か
ら
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ゼ

ロ
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
力
を

込
め
る
。

　
事
故
防
止
に
向
け
、
通
学
路
の
危
険
な
場

所
を
確
認
す
る
点
検
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
新

設
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
欠
か
せ
な

い
。
世
取
山
本
部
長
は
「
子
ど
も
た
ち
を
守

る
の
は
大
人
の
責
任
」
と
し
、
関
係
機
関
に

協
力
を
求
め
て
い
く
考
え
。

（
晋
）

　
○
…
�
回
目
を
迎
え
た
全
国
こ
ど
も
陶
芸

展
ｉ
ｎ
か
さ
ま
。
審
査
員
長
を
務
め
た
金
子

賢
治
県
陶
芸
美
術
館
長
は
「
本
当
に
こ
れ
は

世
界
一
の
こ
ど
も
陶
芸
展
」
。
言
い
切
っ
た

か
と
思
い
き
や
、
や
や
あ
っ
て
「
推
定
だ
け

ど
ね
」
と
、
ち
ゃ
め
っ
気
た
っ
ぷ
り
。

　
こ
こ
数
年
横
ば
い
傾
向
だ
っ
た
応
募
数
も

昨
年
増
加
し
、
今
年
は
歴
代
２
位
の
出
品
数

に
。
「
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
出
品
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
の
反
映
な
の
か
、
作
品
の

質
も
一
段
と
高
ま
っ
た
よ
う
に
思
う
」
。
も

の
づ
く
り
の
喜
び
を
よ
り
一
層
感
じ
て
ほ
し

い
と
、
さ
ら
な
る
願
い
を
込
め
た
。
　
（崎
）

　
○
…
「
税
関
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
不
正
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
理
解

し
て
も
ら
う
機
会
に
し
た
い
」
と
、
横
浜
税

関
鹿
島
税
関
支
署
の
佐
藤
良
之
支
署
長
。
同

支
署
は
本
年
度
、
神
栖
市
内
の
中
学
校
を
中

心
に
税
関
業
務
や
薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る

出
前
授
業
「
税
関
教
室
」
を
始
め
た
。

　
教
室
で
は
、
現
役
の
麻
薬
探
知
犬
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
実
施
。
佐
藤
支

署
長
は
「
実
際
の
現
場
の
雰
囲
気
を
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
将
来
、
麻
薬
探
知
犬
の
ハ

ン
ド
ラ
ー
を
志
す
生
徒
が
出
て
き
て
く
れ
た

ら
」
と
期
待
す
る
。

（
関
）

　
神
栖
市
筒
井
の
鹿
島
食
品
（
大

槻
眞
人
社
長
）
が
�
万
円
。
業
者

親
睦
会
と
社
内
振
興
会
か
ら
の
善

意
金
。
出
津
裕
士
業
務
本
部
業
務

部
長
と
大
槻
正
毅
専
務
＝
写
真
左

か
ら
＝
が
「
災
害
復
興
や
福
祉
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
寄
託
し
た
。

◇

　
古
河
市
の
三
和
茶
道
連
盟
（
小

林
宗
貞
代
表
）
が
�
万
８
５
０
０

円
。
５
月
３
日
に
古
河
市
尾
崎
の

永
光
寺
で
開
催
し
た
「
第
５
回
チ

ャ
リ
テ
ィ
茶
会
」
で
の
収
益
金
。

赤
岩
宗
元
さ
ん
、
当
日
席
主
の
小

林
代
表
、
酒
井
宗
邦
さ
ん
＝
写
真

左
か
ら
＝
が
寄
託
し
た
。

�
日
に
行
わ
れ
る
「
撞
舞
」
を
Ｐ

Ｒ
す
る
関
係
者
ら
＝
県
庁

水
田
を
元
気
に
歩

き
回
る
ア
イ
ガ
モ

＝
行
方
市
手
賀

幼
稚
園
の
出
前
授
業
で
登
場
し

た
県
立
明
野
高
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
＝
筑
西
市
成
井

　
８
日
開
幕
す
る
高
校
野
球

県
大
会
で
、県
立
明
野
高
（
筑

西
市
倉
持
）
が
希
望
し
て
い

た
着
ぐ
る
み
を
着
た
応
援
が

７
日
、
不
許
可
と
さ
れ
た
。

県
高
校
野
球
連
盟
の
判
断
に

よ
る
も
の
で
、
フ
ァ
ー
ル
ボ

ー
ル
や
熱
中
症
の
危
険
性
の

ほ
か
、
宣
伝
行
為
と
み
な
さ

れ
た
と
い
う
。

　
同
校
は
、
�
日
の
初
戦
で

生
徒
ら
が
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
着
ぐ
る
み
を
着

て
応
援
す
る
こ
と
を
企
画
。

熱
中
症
対
策
と
し
て
�
～
�

分
交
代
の
着
用
規
制
や
大
人

が
着
る
代
案
な
ど
も
を
提
示

す
る
な
ど
し
て
、
６
月
�
日

に
許
可
申
請
し
て
い
た
。
県

高
野
連
の
判
断
に
対
し
、
深

谷
浩
一
校
長
（�
）
は
「
準
備

を
し
て
い
た
だ
け
に
残
念
」

と
肩
を
落
と
し
た
。

　
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
は
、
昨
年
度
の
創
立
�
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
生
徒

の
ア
イ
デ
ア
を
基
に
３
体
作

成
。
甲
子
園
に
出
場
経
験
の

あ
る
伝
統
校
ら
し
く
、
バ
ッ

ト
と
応
援
メ
ガ
ホ
ン
を
持
つ

な
ど
野
球
に
ち
な
ん
だ
姿
を

し
て
い
る
。
着
ぐ
る
み
応
援

は
生
徒
と
学
校
、
保
護
者
や

同
窓
会
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
準
備
を
進
め
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
県
高
野
連
は

７
日
、
大
会
準
備
会
を
開
き
、

同
校
の
申
請
を
却
下
。
同
校

に
よ
る
と
、
フ
ァ
ー
ル
ボ
ー

ル
が
危
険
▽
軽
装
で
応
援
を

▽
学
校
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は

避
け
て
―
な
ど
が
理
由
と
い

う
。

（
冨
岡
良
一
）

災
害
時
広
域
支
援
連
携
協
定
書
を

手
に
す
る
５
市
町
の
首
長
＝
栃
木

県
小
山
市
中
央
町

　
叙
位
叙
勲
（
７
日
）
　
従
六
位
　
元

学
校
医
玉
野
豊
氏
（�
）＝
筑
西
市
（
６

月
９
日
死
去
）

柔
道
代
表
キ
ャ
ン
プ
地

キ
ュ
ー
バ
と
正
式
合
意

東
京
五
輪
で
龍
ケ
崎
市

　
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
を
控

え
、龍
ケ
崎
市
は
７
日
ま
で
に
、

柔
道
キ
ュ
ー
バ
代
表
チ
ー
ム
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
正
式

合
意
し
た
、
と
発
表
し
た
。
キ

ュ
ー
バ
の
首
都
ハ
バ
ナ
で
３
日

（
日
本
時
間
４
日
）
、
合
意
書

を
締
結
し
た
。
県
に
よ
る
と
、

県
内
自
治
体
で
東
京
五
輪
の
事

前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
正
式
に

合
意
に
至
っ
た
の
は
、
常
陸
大

宮
市
と
パ
ラ
オ
に
次
い
で
２
例

目
。

　
市
は
６
月
�
日
か
ら
キ
ュ
ー

バ
に
訪
問
団
を
派
遣
。
市
と
流

通
経
済
大
（
龍
ケ
崎
市
）
、
キ

ュ
ー
バ
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
キ
ュ
ー

バ
柔
道
連
盟
の
４
者
が
合
意
書

を
交
わ
し
た
。
市
秘
書
課
キ
ャ

ン
プ
地
招
致
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

と
、
合
意
を
受
け
、
キ
ュ
ー
バ

ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
は
「
龍
ケ
崎

市
や
流
通
経
済
大
と
ス
ポ
ー
ツ

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と

の
話
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
結
城
市
は
小
山
、
下
野
、
野

木
の
栃
木
県
３
市
町
と
昨
年
４

月
、
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を

締
結
。
同
年
�
月
に
具
体
的
な

取
り
組
み
を
盛
り
込
ん
だ
「
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
た
。
今
回
の
協
定
は
同

ビ
ジ
ョ
ン
で
示
し
た
大
規
模
災

害
時
の
相
互
協
力
を
実
現
。
４

市
町
に
隣
接
す
る
栃
木
市
を
新

た
に
加
え
、
５
市
町
で
協
定
を

締
結
し
た
。

　
協
定
に
よ
り
、
相
互
に
連
携

し
て
支
援
す
る
の
は
、
避
難
所

の
相
互
利
用
▽
活
動
車
両
の
燃

料
相
互
供
給
▽
給
水
活
動
の
支

援
・
連
携
▽
食
糧
、
水
、
生
活

必
需
品
の
支
援
―
な
ど
。
応
援

が
必
要
と
な
っ
た
際
に
互
い
に

連
絡
を
取
り
合
い
、
支
援
連
携

の
迅
速
化
、
強
化
を
図
る
。

　
東
日
本
大
震
災
や
関
東
・
東

北
豪
雨
な
ど
を
経
験
し
て
い
る

５
市
町
。
前
場
市
長
は
「
被
災

経
験
を
踏
ま
え
て
も
、
災
害
を

一
自
治
体
の
力
で
乗
り
越
え
る

こ
と
は
不
可
能
。
自
治
体
間
に

お
け
る
強
力
な
連
携
を
実
現
す

る
た
め
に
非
常
に
有
効
で
、
広

く
災
害
対
応
力
の
強
化
に
つ
な

が
る
」
と
力
を
込
め
た
。
大
久

保
寿
夫
小
山
市
長
は
「
よ
り
一

層
の
迅
速
な
対
処
を
実
行
す

る
た
め
、
さ
ら
な
る
連
携
強
化

を
進
め
て
い
く
」
な
ど
と
述
べ

た
。

　
結
城
市
は
こ
の
ほ
か
県
西
地

域
の
県
内
�
市
町
と
も
災
害
時

の
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

（
平
野
有
紀
）

　
結
城
市
は
７
日
、
隣
接
す
る
小
山
市
と
栃
木
市
、
下
野
市
、
野
木
町
の
栃
木
県
４
市
町
と

災
害
時
広
域
支
援
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
災
害
が
発
生
し
た
際
、
単
独
で
避
難
所
の
確
保
な

ど
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
場
合
に
５
市
町
が
相
互
に
連
携
し
て
支
援
す
る
。
締
結
式
が
同

日
、
小
山
市
中
央
町
の
小
山
市
役
所
で
開
か
れ
、
前
場
文
夫
結
城
市
長
ら
５
市
町
の
首
長
が

協
定
書
を
交
わ
し
た
。

龍
ケ
崎
郷
土
芸
能

「撞

舞
」
を

Ｐ

Ｒ
県
　
庁

　
龍
ケ
崎
市
の
国
選
択
無
形
民

つ
く
ま
い

俗
文
化
財
「
撞
舞
」
が
�
日
に

行
わ
れ
る
の
を
前
に
、
市
撞
舞

保
存
会
の
山
崎
忠
会
長
（�
）
ら

関
係
者
が
７
日
、
県
庁
を
訪
れ
、

来
場
を
呼
び
掛
け
た
。

　
撞
舞
は
雨
乞
い
や
豊
作
祈

願
、
疫
病
よ
け
の
神
事
と
し
て

４
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
伝
承

さ
れ
る
郷
土
芸
能
。
高
さ
�
㍍

の
柱
の
上
で
、
カ
エ
ル
の
面
を

か
ぶ
っ
た
舞
男
が
逆
立
ち
や
矢

を
放
つ
技
を
披
露
す
る
。

　
昨
年
は
約
１
万
２
３
０
０
人

が
来
場
。
今
年
も
同
市
根
町
の

「
撞
舞
通
り
」
で
午
後
６
時
ご

ろ
か
ら
行
う
見
込
み
。
舞
男
は

谷
本
仁
さ
ん
（
�
）と
大
石
浩
司

さ
ん
（�
）が
務
め
る
。

　
山
崎
会
長
は
「
本
県
の
伝
統

文
化
の
撞
舞
を
、
ぜ
ひ
観
覧
し

て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で
Ｐ
Ｒ
し

た
。

ア
イ
ガ
モ
水
田
で

元
気
に
〝
お
仕
事
〟

行
方
の
無
農
薬
農
園

　
青
空
の
下
、
行
方
市
の
水
田

で
ア
イ
ガ
モ
た
ち
が
元
気
に

〝
お
仕
事
〟
に
励
ん
で
い
る
。

無
農
薬
、
無
化
学
肥
料
に
こ
だ

わ
っ
た
ア
イ
ガ
モ
農
法
で
米
作

り
を
す
る
農
家
の
ア
イ
ガ
モ
た

ち
だ
。
水
田
の
雑
草
や
害
虫
を

食
べ
な
が
ら
、
か
わ
い
ら
し
い

姿
で
歩
き
回
っ
て
い
る
。

　
同
市
手
賀
の
「
田
宮
農
園
」

の
水
田
で
は
約
５
０
０
羽
が
活

躍
。
お
尻
を
振
り
な
が
ら
ぺ
た

ぺ
た
と
歩
き
回
る
ア
イ
ガ
モ
の

姿
は
、
穂
が
出
る
前
の
今
月
中

旬
ご
ろ
ま
で
見
ら
れ
る
。
環
境

に
優
し
い
農
業
を
実
践
し
た
い

と
約
�
年
前
に
同
農
法
を
始
め

た
田
宮
満
代
表
（�
）は
「
安
心

な
食
を
多
く
の
人
に
届
け
た

い
」
と
話
す
。

　
田
宮
さ
ん
と
同

じ
よ
う
に
同
農
法

を
行
う
県
内
農
家

で
つ
く
る
「
茨
城

合
鴨
水
稲
会
」
に

は
、
現
在
約
�
人

の
メ
ン
バ
ー
が
い

る
と
い
う
。

（
三
次
豪
）

防
災
ア
リ
ー
ナ
賛
否

住
民
投
票
求
め
る

署
名
、
有
効
７３２６
人

神
栖
市
選
管
、縦
覧
開
始

　
神
栖
市
が
同
市
木
崎
に
建
設

中
の
「
神
栖
中
央
公
園
防
災
ア

リ
ー
ナ
（
仮
称
）
」
を
巡
り
、

事
業
規
模
見
直
し
の
賛
否
を
問

う
住
民
投
票
を
求
め
て
市
民
団

体
「
か
み
す
市
民
の
会
」
が
提

出
し
た
署
名
に
つ
い
て
、
同
市

選
挙
管
理
委
員
会
（
石
毛
進
委

員
長
）
は
７
日
、
全
署
名
は
８

０
３
２
人
で
、
有
効
７
３
２
６

人
、
無
効
７
０
６
人
と
す
る
審

査
結
果
を
発
表
し
た
。
署
名
簿

の
縦
覧
を
経
て
最
終
的
な
有
効

署
名
数
を
確
定
す
る
。

　
市
選
管
に
よ
る
と
、
住
民
投

票
条
例
を
直
接
請
求
す
る
の
に

必
要
な
署
名
数
は
有
権
者
の
�

分
の
１
（
１
５
３
３
人
）以
上
。

署
名
簿
の
縦
覧
は
７
～
�
日
ま

で
の
１
週
間
行
わ
れ
、
市
役
所

３
階
の
市
選
管
事
務
局
（
総
務

課
）で
受
け
付
け
る
。
縦
覧
で
異

議
申
し
立
て
が
な
け
れ
ば
�
日

に
も
有
効
署
名
が
確
定
す
る
。
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